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研究成果の概要（和文）：小学校児童用の健康生活ナビを作成するため、1 年目は小学校養護教

諭を対象に調査を実施するとともに台湾の小学校における家庭生活関連学習内容を精査した。

2 年目は前年度の調査内容等をふまえて試作本(低学年用)を作成、3 年目は養護教諭と共に試作

本の内容を再検討し、それをふまえて完成本(低学年用)を作成した。この完成本は 2013 年度に

健学社より出版の予定である。 

 

研究成果の概要（英文）：In order to create healthy living Navi for elementary school grade1-2, 
the first year, a survey was conducted the school nurses, and also was investigated the 
learning content of elementary school in Taiwan. Based on their survey results, the second 
year, a prototype book was created, and the third year we have created a book completed. 
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１．研究開始当初の背景 

 子ども達の様々な生活問題が浮上してい
る中、子ども自身が家庭生活において主体的
に健康な生活のあり方を考え、実践できるた
めの学習が必要である。しかし、小学校にお
いて関連の学習は、保健が 3 年生以降、家庭
科は高学年からの実施となっている。筆者は、
従来台湾の小学校における家庭生活関連学
習について検討してきたが、台湾では小学校
低学年から家庭生活及び健康な生活につい
て考えさせる学習が充実している。そこで、
我が国においてほとんど学習の機会がない
小学校低学年の生活改善を図るためのワー
クシート付き学習書の検討が必要と考えた。 

２．研究の目的 

 研究の最終目的は、健康な生活に関する学
習の機会がほとんどない小学校低学年にお
ける「健康生活ナビ」を作成することである。 

 そのために、小学校の養護教諭を対象に健
康教育に対する実践状況や意識等に関する
調査の実施、健康教育に関する公開授業研究
会、シンポジューム、及び学会研究発表会へ
の参加・資料収集、生活科と保健の内容の調
査及び台湾の小学校の新課程綱要における
家庭生活関連学習内容の検討を行う。それら
をふまえて、子ども自身が生活改善を図るこ
とができるためのワークシート付き学習書
―「健康生活ナビ」―を検討し、完成させる
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ことを目的とした。 

３．研究の方法 

 (1)養護教諭対象の調査…福島県内 250 校
の小学校に勤務する養護教諭を対象に健康
教育に対する質問紙調査を郵送法により実
施した（2010年 7月～10月末）。有効回収数
85 校（有効回収率 34％） 

(2)健康教育に関する公開授業研究会、シ
ンポジューム、学会研究発表会での資料収集 
 (3)小学校低学年の生活科及び中学年にお
ける「新しい保健」の指導計画資料の調査 
 (4)台湾の 2003年版「課程綱要」及び教科
書記載の家庭生活関連学習内容の調査 
 (5)小学校低学年用の「健康生活ナビ」の
内容及び構成等の検討・作成 
 
４．研究成果 
(1) 福島県内小学校の養護教諭を対象とし
た健康教育の実施状況等に関する調査 
 2010 年 7 月～10 月末にかけて県内 250 校
の養護教諭を対象に、健康教育の実施内容、
子どもの生活実態、実施上必要な教材等につ
いて自由記述を中心とした調査を実施した
（85校から回答）。その結果、実施内容は「歯
科検診・歯磨き指導」「生活リズム」「飲酒・
喫煙」「性教育」「衛生・清潔」「食育・栄養
指導」「その他」の 7 種類に分類された。必
要とする教材内容として、「性教育」「食育」
「睡眠」が多く挙げられたが、子どもの生活
実態に関わって就寝時刻の遅さが多く指摘
されていた。これらより、健康生活ナビ作成
にあたり家庭生活の在り方を中心に据える
ことの有効性が捉えられた。 
(2)「健康教育」に関する公開授業研究会等
への参加・資料収集 
 関東の小学校３校（杉並区立桃井第一小、
八千代市立八千代台東第二小、横浜市立宮谷
小）の公開研究会に参加し（2010 年 11～12
月）、１校（札幌市立南の沢小）からは資料
を取り寄せた。その結果、「健康教育」の内
容はいずれも「食」「からだ」「いのち又は健
康」で構成されていた。従来に比べ、「食」
や「いのち」の学習が強化されていることが
特徴として見いだされたが、毎日の家庭生活
の在り方を見つめ直すという内容の取り上
げ方は弱く、この点の補強が必要であると考
えられた。 
(3) 小学校低学年の生活科の調査 
 ・小学校「生活科」1 年の内容における家
庭や家族の内容に関わって、教科書（東京書
籍）には以下の内容が取り上げられていた。
「じぶんのいちにちをふりかえろう」「いえ
のひとといっしょにしよう」「じぶんででき
ることをしよう」「ありがとうをとどけよう」。
しかし、これらが実際にどのくらい学習され
ているのかが課題になると考えられた。 
(4)台湾の 2003 年版「課程綱要」及び教科書

に記載された家庭生活関連学習内容の調査 
 台湾では、小・中学校 9年間を通した教育
課程が作られているが、特に低学年の「生活」
課程、「健康と体育」学習領域、「総合活動」
学習領域を中心に家庭生活関連学習が設定
されていた。小学校低学年においては、衣生
活、食生活、住生活、家族・人間関係、生命・
成長・発達等に関わる実践的内容が盛り込ま
れていた。  
(5) 小学校低学年用の「健康生活ナビ」の内
容及び構成等の検討・作成 

◆試作本作成…上記の種々の調査結果をふま

え、2011年度には、内容構成の柱を検討する

とともに試作本―「『けんこう』なせいかつ

」を作成した。内容構成は、「『けんこう』

ってどんなことなのかな？」（2頁）に始まり

「生活リズム」（6頁）、「すいみん」（6頁

）、「歯」（4頁）、「手あらい」（6頁）、

「いふくとからだ」（6頁）、「目」（6頁）

、「よりよいせいちょうへ（しょくじ、うん

どう、きゅうよう・すいみん）」（2頁）で構

成した（全38頁）。具体的内容は、自分の実

態を書き込む欄、教材本に示された問題のあ

る子どもの実態を見てアドバイスを書く欄、

一週間のめあてや目標を書き、それを振り返

って反省点を記入する欄等を設けた。また、

なぜ、はやねはやおきが必要なのか、むしば

になるのはなぜなのか、正しい歯のみがきか

た、あらっていない手はどうなっているのか

、じょうずな手のあらいかた、いふくのよご

れとせいけつの必要性、へやの明るさ、目の

健康、目のたいそう等、低学年でも理解でき

る科学的知識や正しい方法なども掲載した。 

(試作本の一部は下記参照) 
〔試作本表紙〕    〔試作本内容例〕  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 



◆完成本…2011 年度に作成した試作本の内
容について、養護教諭（福島大学附属幼稚園）
の指導助言をもらいながら、2012 年度には試
作本の見直しを行い、完成本の作成を目指し
た。なお、その際、文部科学省の見解として
提示された「保健の分野における主な意見」 
(http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/

chukyo3/022/siryo/06082912/003.htm）の特に下
記内容を重要視して見直しを行った。 
 〇生活習慣の確立は、小学校低学年から確
立する方が効果の面から考えると一番い
いと思う。ぜひ低学年から保健学習を始め
る必要があるのではないか。 

 〇食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれ 
 た生活を続ける必要があることについて
は、現行では小学校 3年生となっているが、
子ども達は少し違ってきている。低学年で、 

 この内容の授業を行い、1 年生から保健の 
 授業をすることの議論をして欲しい。 
 〇子ども達の生活習慣の乱れは 1年生から
見られる。生活科などでやっているとは思
うが、保健としてやっているわけではない
ので、1 年生から健康に関する学習が必要
と考える。 

  
 上記を確認した上で、全体構成を「きそく
正しいせいかつ」「しょくじ」「歯・目のけん
こう」「うんどう・せいけつ」「いのちのたい
せつさ」「あんぜんなせいかつ」とし、最後
に総合的に生活全体を見つめ直す「よりよい
せいちょうのために」を設定した。試作本か
た見直したことは、・「生活リズム」を「きそ
く正しいせいかつ」とし、排泄に関する内容
も加えた、・食事に関して新たに項をおこし
て設定した、・清潔について運動と関連させ
て取りあげた、・命の大切さの項をおこし
た、・体の安全に関する項をおこしたことな
どである。また、1 年生と 2 年生のそれぞれ
に相応しい内容を提示するため、学年別に内
容を設定した。これらにより、完成本の総頁
数は 72 頁となった。なお、この完成本は、
今年度中に健学社より出版予定である。   
（完成本の一部下記参照） 

〔完成本目次〕 
〔完成本表紙〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔完成本内容例〕 
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